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案件（２）
検討課題の絞り込み

令和５年６月２１日

第１回三沢市中小企業振興会議



■１：課題ポイントについて、これまでの意見を参考に抽出したが、当該課題を基に検討を進めていくことで
大丈夫か。別な課題を更に追加したい意見や、不要な課題がないかを絞り込む。

■２：課題解決に向けた方向性について、上記に抽出した方法以外に、追加したい意見や、変更したい意見が
ないか、各委員において絞り込む。

■３：次回会議の開催に向けて課題と方向性を委員全体において内容を確認し、意見を集約
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１．若年者への地元企業への定着・UＩＪターン促進

・当地域における新採用者や若手雇用者間の交流の場・学びの場の創出

・ハローワークみさわ管内（三沢・おいらせ・六戸）における求人情報発信の強化

【検 討】

・ＵＩＪターン・移住定住の促進にあたっての若年者層を中心とした就職先ニーズ（業種だけ
でなく柔軟な働き方などを含む。）に合わせた多様な雇用先の確保

県外へ出た人が戻って
来れるシステム

広域連携による求人情
報発信

高等教育の場・雇用者
教育の場

地域就職者への奨学金
返還支援

◆課題解決のための方向性の整理◆課題ポイント

・奨学金の返還を支援する企業をサポートすることにより、地域の子供たち（親目線も含め）
が戻ってきたいと思う要素を増やしつつ、経済的側面から支援を行い、地元企業への定着を目
指す。

・高校卒業後の進学先確保のための高等教育機関（サテライトキャンパス）の設置

・ハローワークみさわ以外の地域との連携（八戸地区や野辺地地区等）と相互協力
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ＩＴ化デジタル化に伴う
伴走型支援

２．人材育成、確保、地元企業の基盤維持

官民連携での人材育成・
創出

【検 討】

後継者不足と事業承継

地域間交流と地域間連携

◆課題解決のための方向性の整理◆課題ポイント

・ＩＴ化による業務の効率化のため、地域中小企業者を対象とした研修会の実施や、従業員
育成など、伴走型支援により従業員のＩＴ活用力アップを図る。

職場環境・働き方改革

・既に組織化されている三沢地区雇用対策協議会を活用した人材育成事業や地域間交流事業の
展開を行い、当該地域で働きたくなる環境づくりに努める。

・三沢地区雇用対策協議会を活用し、まずはハローワークみさわ管内（三沢・おいらせ・六
戸）での地域間交流と連携体制の構築を図り、その後、他地域との連携に広げていく。

・各企業における働き方改革を進めるため、広報活動を強化していく。

・三沢地域にあった事業承継のシステムを構築してく。
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３．その他の課題

【検 討】

◆課題解決のための方向性の整理◆課題ポイント

・中小企業における各種雇用対策や賃金アップが求められているが、コロナ禍に引き続き、
各種物価高騰の影響によって経営が逼迫しているため、引き続き行政からの経済支援策が必
要とされている。

建物リフォーム補助金の
上限額引き上げ（令和３
年度水準への回復）

三沢市における企業誘致
活動の強化

物価高騰により疲弊した中
小企業への支援

・地域住民における住み良さの確保と、地元中小企業における受注機会確保につながってい
る建物リフォーム補助金が令和３年度までは上限２０万円だったが、令和４年度から１０万
円に引き下げられた。地域住民への物価高騰に付随した生活支援と地元企業への支援のため、
以前と同じ上限額２０万円に復活するべき。

・地方都市における人口減少対策・雇用対策の特効薬として、企業の誘致が担う役割は非常
に大きいことから、三沢市における企業誘致活動の強化を図るべき。


